
※カリキュラムは2021年4月に入学する学生のものです（予定）。

楽譜からの情報を的確につかむ能力を養
成するため作曲・編曲技法を学び、実際に作
品を作ります。

作・編曲法
生涯学習・社会教育の基礎理論・知識を学

ぶとともに具体的事例も検討します。そして、音
楽活動と生涯学習を関連づけ、両分野をコー
ディネートできる知識・実践を身に付けます。

生涯学習関係論 Ⅰ・Ⅱ

コンサートホールのバックステージ見学や
関係学会への参加など、演習で学んだ内容を
専門的に深めます。

音楽活用実習

テーマの設定、調査方法の選定・実施、分析と
考察、論理的展開の検討などを、担当教員から
の助言や指導を受けながら行い、４年間の学修
と研究の集大成である卒業論文を執筆します。

卒業論文

乳幼児から高齢者に至る各発達段階や障
がいについて知り、医療・福祉・教育などで行
われている援助の在り方を学びます。さらに、
これらの各臨床の場に応じた音楽療法による
アプローチの方法を習得します。

音楽療法各論 Ⅰ〜Ⅲ

学生のレベルに合わせて、基礎から実践に
役立つ技術を磨き、音楽性や演奏能力を高め
ます。レッスンは45分間行います。

ピアノ実技 Ⅰ〜Ⅳ
保育所、高齢者施設、病院などにおいて現

地実習を行います。見学参加や実践を通し
て、段階的に音楽療法の臨床に必要な技能
や態度を養います。

音楽療法実習 Ⅰ〜Ⅳ

音楽や文化事業の企画者として必要な能
力を養うため、具体的に事業企画や文化活
動調査を行います。

音楽文化事業企画演習

在学生を含む学内外の奏者による演奏を
自らが舞台に立つことを想定し、演奏者や演
奏会の運営について考えます。

学内演奏 Ⅰ〜Ⅲ

精神医学の概念と方法、精神症状の種類
や把握の仕方、さらに様々な症例について、
症状、診断、治療法を学びます。

臨床医学各論 Ⅰ

声楽実技 Ⅰ・Ⅱ
学生のレベルに合わせて、より実践的な演奏

ができるようになることを目指します。ピアノの
弾き歌いもできるように45分間のレッスンを重
ねます。

音楽心理学
音楽を感じたりつくりだしたりする心のはた

らきを理解し、演奏や聴取についての新たな
見方を身に付けるために、音楽や音に関する
心理学や、その近接領域の科学的研究につい
て学びます。

1年次 2年次 3年次 4年次

基
礎
教
育
科
目

初期演習 Ⅰ
初期演習 Ⅱ（音楽探究への誘い）
英語
Oral Communication
情報リテラシー Ⅰ
情報リテラシー Ⅱ

2年次演習
応用英語 Ⅰ

応用英語 Ⅱ

専
門
教
育
科
目

環境と音楽
音楽療法論 Ⅰ
音楽療法論 Ⅱ
音楽療法実習 Ⅰ
音楽社会学概論
発達心理学
学内演奏 Ⅰ
ピアノ実技 Ⅰ
声楽実技 Ⅰ
和声法
ソルフェージュ Ⅰ
合唱 Ⅰ
音楽史 Ⅰ
イタリア語表現演習

音楽とマルチメディア
音楽療法実習 Ⅱ
即興演奏
実用楽器入門
ダンスと動き
教育伴奏法
臨床心理学 Ⅰ
指揮法 Ⅰ
指揮法 Ⅱ
学内演奏 Ⅱ
ピアノ実技 Ⅱ
声楽実技 Ⅱ
旋律と和声
ソルフェージュ Ⅱ
合唱 Ⅱ
音楽史 Ⅱ
音楽心理学
介護論

音楽文化事業企画演習
生涯学習関係論 Ⅰ
生涯学習関係論 Ⅱ
歌唱・合唱指導法
音楽療法各論 Ⅰ
音楽療法演習
音楽療法研究法
音楽療法実習 Ⅲ
レパートリーラーニング
臨床心理学 Ⅱ
障害児教育
臨床医学各論 Ⅰ
臨床医学各論 Ⅱ
演習
学内演奏 Ⅲ
ピアノ実技 Ⅲ
合唱 Ⅲ
器楽合奏
社会福祉論
医学概論

卒業論文
表現技術演習
音楽文化創造学
音楽活用実習
音楽療法実習 Ⅳ
音楽療法各論 Ⅱ
音楽療法各論 Ⅲ
音楽療法総論
ピアノ実技 Ⅳ
音楽教育学研究
作・編曲法
楽器・合奏指導法
邦楽

特別教育科目（P.022参照）
共通教育科目（P.020参照）

〈TOEIC®認定英語 Ⅰ～Ⅳ〉
1～4年次において、学科が指定するTOEIC®の基準に到達すれば、
その程度に応じて基礎教育科目の単位として認定されます（2～8単位）。

● 楽器作りを取り入れた音楽科授業の展望
● 東日本大震災及び熊本地震における音楽による復興支援活動
　 ― スーパーキッズ・オーケストラ「こころのビタミンプロジェクト」を事例として ―
● 声楽家のピッチコントロールにおける聴覚フィードバックの役割
　 ― 口頭表出性失音楽症の改善提案に向けて ―
● 放課後等ディサービス集団音楽療法における参加児の心理的変化

● 思い出の音楽を媒介としたエピソード想起の特徴
　 ― 地域高齢者へのインタビューとアンケート調査を通して ―
● 暗譜で演奏することは演奏の「できばえ」に影響するか
　 ― 音楽能力、暗譜に対する捉え方との関連に注目して ―
● ホラー映像と音楽の組み合わせによる印象・気分の変化
● 寛解期までのがん患者を対象とした音楽活動の効果 ― アンケートとインタビューを通して ―

〈教　授〉 〈准教授〉 〈講　師〉
一ノ瀬智子
今岡　淑子
柏木　敦子
中村　伸吾
奈良田朋子

福原寿美枝
藤村　匡人
松本佳久子

大澤　智恵
大森　地塩
多田　秀子
永島　　茜
宮下　朋樹

松浦　伸吾

秋本　靖仁
石川　道子
今城　道子

岩谷寿美子
老田　裕子
神山　年子
菊萌　文子
北口　晋之

日下部祐子
小竹　敦子
坂口　裕子
塩田　えみ
篠原　美幸

末原　諭宜
角南　北斗
髙谷　光信
中村　太紀
長尾　義人

西野　桂子
松川　南海
三辻　美季
森川　陽子
諸岡　由依

山本　麻代
渡邊　靜穂

（2020年度の担当です）

カリキュラム

卒業論文・
研究テーマ

紹介

主な開講科目

応用音楽学科 科目担当教員 （五十音順）

音楽学部 応用音楽学科

Campus Guide 2021Mukogawa Women's University 103102

21MWU_050_119_0608.indd   102 2020/06/09   12:00


